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1.�実施概要



概要
本コンテストはユース世代にNTDsについて広く理解や関⼼を⾼めてもらう
ことを通して、私たちにできることを考えることが⽬的です。なお、国際的
に展開される「世界NTDの⽇」関連イベントの⼀環として実施されました。

応募条件
中学校、⾼等学校、⼤学（短期⼤学・⼤学院・放送⼤学を含む）、⾼等
専⾨学校、専修学校（⾼等専修学校・専⾨学校を含む）教育機関及びそ
れに準ずる機関に所属する⽣徒・学⽣であること。

  ※なお、年齢による制限はありません。
1-4名の個⼈もしくはチームで構成されること。



主催：世界NTDの⽇・⽇本実⾏委員会

【構成団体⼀覧】
公益社団法⼈グローバルヘルス技術振興基⾦（GHIT�Fund）
特定⾮営利活動法⼈SDGs・プロミス・ジャパン（SPJ）
⻑崎⼤学熱帯医学研究所∕⽇本顧みられない熱帯病アライアンス
（JAGntd）
⽇本製薬⼯業協会

後援：外務省、厚⽣労働省

事務局：⼀般社団法⼈NTDs�Youthの会

組織体制



協賛

ご協賛いただいた皆様に、⼼より感謝申し上げます。



部門

A部⾨：分かりやすく伝える部⾨　∼NTDsって知っている？∼A部⾨：分かりやすく伝える部⾨　∼NTDsって知っている？∼

NTDsのことを知らない⽇本⼈に向けて、NTDsのことを分かりやすく伝えてくださ

い。発表の形式は⾃由（パワーポイントを準備する、紙芝居を作る、アニメを作成する

等）ですが、最⼤3分までの動画を提出していただきます。

B部⾨：⽇本ができることを考える部⾨　∼NTDsを制圧するために∼B部⾨：⽇本ができることを考える部⾨　∼NTDsを制圧するために∼

NTDsに対して、⽇本だからこそできることを考えてください。関わり⽅を考えるにあたり、

主語（主体）は、あなた⾃⾝、⽇本にゆかりのある組織（政府組織、 企業、学術機関など）、

どちらでも⾃由に設定していただいて構いません。

応募者はどちらの部⾨にも応募することができます。



賞・賞与

最優秀賞（A・B部⾨）
賞⾦10万円

U-18特別賞（A・B部⾨）
受賞チームへ図書カード2万円

GHIT賞「パートナーシップを通じての課題解決」
受賞チームへ図書カード2万円

⽇本製薬⼯業協会賞「いっしょに届けたい、くすりと想い」
受賞チームへ図書カード2万円



NTDs 学生コンテスト
World NTD Day 2024協賛

世界NTDの日・日本実行委員会
主催

【構成団体一覧（12月1日時点）】
長崎大学熱帯医学研究所／日本顧みられない熱帯病アライアンス（JAGntd）、日本製薬工業協会、特定非営利活動法人SDGs・プロミス・ジャパン

（SPJ）、一般社団法人NTDs Youthの会、特定非営利活動法人 DNDi Japan、公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金（GHIT Fund）、特定非営利活
動法人 日本医療政策機構（HGPI）、一般社団法人日本熱帯医学会学生部会（J-Trops）、日本国際保健医療学会学生部会（jagh-s）、GR Japan株式会

社、日本獣医学生協会（JAVS）、AMSA Japan
協賛

幹事：一般社団法人NTDs Youthの会

最終審査対象者へ贈呈

公益社団法⼈グローバルヘルス技術振興基⾦（GHIT�Fund）より

グローバルヘルスの最新潮流からキャリアの築き⽅まで、実体
験を踏まえて解説します

新型コロナウイルス感染症、戦争、地球温暖化、⼤規模災害など、世界が抱
える保健医療上の課題は尽きません。本書は、NGO、JICA、外務省、⼤
学、UNICEF、グローバルファンドなどを経て、世界130カ国以上を回り、
4⼤陸で⽣活しながらグローバルヘルスに従事してきた著者が、この分野で
最初の⼀歩を踏み出す⽅法から、世界で活躍するリーダーになるための⽅法
までを解説します。
医療専⾨家だけでなく、医療以外の分野でどのような活躍の場があるのか、
どんなコンピテンシーが必要なのか、それをどのように獲得すればよいの
か、どのようなコンパスを持ってライフデザインを作り、航路を進めばよい
のかなど、多くの⽅々からいただいた質問や相談を踏まえて、多くの情報や
アドバイスが含まれています。
世界では活躍しているのに、⽇本では知られていない国際機関やNGO、シ
ンクタンクなどの紹介もあります。著者本⼈やこの分野で活躍する友⼈・知
⼈たちの実体験や知識に基づいた、リアルで役⽴つ情報満載の⼀冊です。



最終審査対象者へ贈呈

公益財団法⼈ ⼤⼭健康財団より

「熱帯の感染症」について分かりやすく解説した本書が広く⾼
校⽣の⽬に触れ、熱帯医学、感染症学への興味を抱いていただ
き、将来的にこれらの領域で活躍していただく若い⼈材の輩出
に役⽴つことを切に願っております。

⼤⼭健康財団は、1974年の設⽴以来、国際医療協⼒、特に感染症対策に⼒
を⼊れてきました。2024年に創⽴50周年を迎え、記念して『熱帯の感染
症』が出版されました。
本書では、HIV/AIDS、結核、マラリアなど、世界の三⼤感染症をはじめ、
デング熱やエボラ出⾎熱など、熱帯病についても詳しく解説しています。こ
れらの感染症は、世界中で多くの⼈々の健康を脅かしており、その対策が急
務となっています。
本書は、⾼校⽣の参考書として、全国の⾼校に無償配布されます。熱帯医学
や感染症学への興味を⾼め、将来、この分野で活躍する⼈材を育成すること
を⽬指しています。

巻頭⾔より



コンテストの流れ



2.�実施内容



選考について~A部門~
1.�⼀次審査

世界NTDの⽇・⽇本実⾏委員会による審査
A部⾨:�24チーム（33名）→6チームを選出

2.�SNS審査
使⽤したプラットフォーム：Instagram,�YouTube
評価項⽬：再⽣数,�⾼評価/いいね数,�保存数,�リポスト数,�リーチした
アカウント数
各項⽬1位20点,�2位10点,�3位5点を加点

3.�最終審査
最終審査委員による審査



選考について~B部門~

1.�⼀次審査
世界NTDの⽇・⽇本実⾏委員会による審査
�B部⾨:�11チーム（23名）→6チームを選出

2.�最終審査
最終審査委員による審査



SNS審査

2024年12⽉27⽇�~�2025年1⽉8⽇�(13⽇間)
NTDs�Youthの会

    公式Instagram,�YouTube

【結果】
6つの動画の総再⽣回数：7,376�回
リーチした総アカウント数：2,470�アカウント

→応募作品を通じて⾮常に多くの⽅にNTDsについて
触れていただく良い機会になりました。



最終審査員について

最終審査委員（50⾳順）
���������������
A部⾨

⾦⼦�和裕⽒（⼤塚製薬 部⻑）
⽵下�由佳⽒（朝⽇新聞with�Planet編集⻑）
富⽥�明澄⽒（NTDs�Youthの会�コンテスト事業
部�責任者）
古瀬�祐気⽒（東京⼤学）
堀�潤⽒（8bitNews）
堀内�聡⽒（GHIT�Fundエクスターナルアフェア
ーズ＆コーポレートディベロップメントシニア
マネージャー）

B部⾨
⼤畑�美菜⽒（GHIT�Fund�ブランドコミュニケー
ション�シニアマネージャー）
神道�美和⽒（エーザイ サステナビリティ部 
ストラテジー＆グローバルヘルス推進グループ
⻑）
轟⽊�亮太⽒（NTDs�Youthの会�代表）
古瀬�祐気⽒（東京⼤学）



最終選考会
2025/1/11(⼟)にAP虎ノ⾨にて⾏いました。2025/1/11(⼟)にAP虎ノ⾨にて⾏いました。



受賞作品
最優秀賞

A部⾨：「NTDs-君は「常識」か？」/�⽇本を安定陸塊にする会
B部⾨：「故郷からの学びを胸に：⽇本住⾎吸⾍症撲滅の教訓と

       フィリピンでの挑戦」/�⿃取⼤学熱帯医学研究会
U-18特別賞（A・B部⾨）

A部⾨：「NTDs-君は「常識」か？」/�⽇本を安定陸塊にする会
B部⾨：「ハンセン病の本当の敵」/�MYST

GHIT賞「パートナーシップを通じての課題解決」
「What�is�NTDs?ー⾼校⽣の私たちからできること」

��������������������������/�シュクレペールズ
⽇本製薬⼯業協会賞「いっしょに届けたい、くすりと想い」

「Neglection�Toward�Distance」/�るる⼦



受賞者には、
賞状とトロフィーが
授与されました。

⽇本を安定陸塊にする会 ⿃取⼤学熱帯医学研究会

MYST

るる⼦シュクレペールズ



3.�成果と課題



アンケート結果

応募者の属性 応募前のNTDs理解度について

A部⾨応募数：�24チーム（33名)
B部⾨応募数：�11チーム（23名）



アンケート結果
コンテストを通じ、

NTDSに興味を持つようになったか

コンテストを知った経緯





7

「第⼆回顧みられない熱帯病コンテスト」への
ご⽀援、誠にありがとうございました。

⼀般社団法⼈ NTDs Youthの会
コンテスト事業部

080-2741-3952

contest@ntds-youth-japan.org

https://www.ntds-youth-japan.org/

〒812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前3丁⽬6-1 ⼩森ビル4A


